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2020 年度の MLF 放射線安全チームの活動 
Activity of the MLF radiation safety team 

in FY2020 
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MLF 放射線安全チームは、主に、ユーザー実験の放射線安全の管理と担

保及び実験ホールでの放射線管理の支援を行っている。管理区域出口で汚

染検査を行うことで非管理区域への汚染拡大防止ができ、気体や液体を使用

する実験の制約を緩和できるなどの実験の自由度の拡大が期待できる、第１

種管理区域表面汚染低減区域を 2016 年 11 月より運用している。ユーザーの

利便性の向上のために、汚染検査室への大型物品搬出モニター２台設置し

た。運転終了後の各 BL の分光器室内の汚染サーベイ、放射化した器材や試

料の核種分析などを行っている。特に、固定式及び可搬式の Ge 検出器を用

い、放射化した試料や機材からのガンマ線を測定して放射性核種を同定し、

放射線安全に活用している。今後、放射化した試料の受け入れについて検討

を進め、さらなるユーザー実験の利便性拡大を図る。 

当日ポスターでは、2020 年度の放射線安全チームの活動報告を行うととも

に、詳しい運用や設備の現状と今後の予定を報告し、ユーザーからの相談を

受け付ける。 
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